
※保険金のお支払方法等重要な事項は、27頁以降に記載されていますので 必ずご参照ください。

入院補償プラン

23 24

医療保険基本特約・疾病保険特約・傷害保険特約セット団体総合保険

ケガも病気も、
からだの安心をトータルパッケージ。
●入院1日目から補償します。
●病気入院の場合、1入院は180日限度、通算では1，000日までの安心を補償します。
●ケガで通院の場合は、初日からお支払いの対象となります。（1事故につき90日限度）
　（病気の場合は、継続して4日を超えて入院された後の退院後の通院がお支払いの対象となります。）
　（病気の場合は、1回の通院責任期間につき90日限度）

●加入手続きは簡単！告知のみで医師の診査は不要です。
　（告知内容・過去の病歴等により、ご加入をお断りする場合があります。）

＜保険期間1年　団体割引15％適用 精神障害補償特約セット  手術保険金倍率変更特約および重大手術保険金倍率変更特約セット＞

平均の負担額と入院日数によると…

20,700円×28.4日＝ 約587,880円 突然の高額出費で家計が大変なことに…。

保険料について
①年齢は保険始期日時点の満年齢となります。　②中途加入の場合は、中途加入日時点での満年齢となります。
③ご契約は1年ごとの更新となりますので、更新加入の保険料は更新時の保険始期日時点での満年齢による保険料となります。
④保険料は、保険始期日（中途加入日）時点の満年齢によります。
※お支払いいただいた保険料のうち医療に関する補償部分については介護医療保険料控除の対象となります。ただし、傷害入院一時金支払特約、傷害退院
　一時金支払特約保険料は除きます。（2025年8月現在）
※団体割引は、本団体契約の前年のご加入人数により決定しています。次年度以降、割引率が変更となることがありますので、あらかじめご了承ください。ま
　た、団体のご加入人数が10名を下回った場合は、この団体契約は成立しませんので、ご了承ください。

（注）病気による通院は退院後の通院にかぎります。
※新規加入は補償開始日の満年齢が69歳以下の方が対象です。
　以降、毎年補償開始日の年齢が79歳以下の方まで更新（継続）加入が可能です。以下は継続加入時の保険料です。

補償内容（病気・ケガ） A型 B型 C型

入院保険金
通院保険金（注）
手術保険金
入院一時金
退院一時金

～24歳
25～29歳
30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳

1日につき10,000円
1日につき5,000円

1日につき10,000円 1日につき5,000円
なし なし

入院保険金日額の40倍（重大手術）・20倍（入院時）・5倍（外来時）
30万円 30万円

5万円
10万円

満年齢
（保険始期時点　2026年3月1日の満年齢によります。）

月払保険料（円）

2,770
3,050
3,360
3,520
3,680
4,150
4,920
6,470
8,220
11,230

1,620
1,890
2,200
2,320
2,450
2,910
3,620
4,970
6,570
9,360

870
990

1,150
1,220
1,290
1,510
1,890
2,580
3,390
4,810

A型 B型 C型
15,750
20,620

13,660
18,140

6,990
9,270

70～74歳（継続加入時のみ）
75～79歳（継続加入時のみ）

○告知書はお客さま（保険の対象となる方）ご自身がありのままをご記入ください。
　※口頭でお話し、または資料提示されただけでは告知していただいたことにはなりません。
○告知の内容が正しくないと、ご契約の全部または一部が解除になり保険金がお受け取りいただけない場合があります。
　※「ご加入に際して、特にご注意いただきたいこと（注意喚起情報のご説明）」を必ずお読みください。

告知の大切さについてのご説明

補償内容（保険金額）と保険料

（注１）左記金額は、過去５年間に入院した人の自己負担費用の平均値。（高額療養費制度（※）を
利用した人、利用しなかった人（高額療養費制度の適用外など）も含みます。）

（※）高額療養費制度を利用した場合は利用後の金額。治療費・食事代・差額ベッド代に加え、交
通費（見舞いに来る家族の交通費も含む）や衣類、日用品費などを含みます。

生命保険文化センター「2022（令和4）年度　生活保障に関する調査」
（注２）高額療養費制度の詳細については、厚生労働省のホームページをご覧ください。

（https://www.mhlw.go.jp/bunya/iryouhoken/iryouhoken13/dl/100714a.pdf）

28．4日！１人あたりの平均入院日数は平均約

41.6日

22.3日

31.8日

29.4日

［厚生労働省『患者調査』］（令和4年）による

傷病別の推計入院患者数
（単位：人／日）

傷病別の退院患者の平均在院日数

高血圧性疾患
肝臓疾患
糖尿病

ケガおよび中毒
脳血管疾患 68.9日

4,200人

5,500人

12,700人

133,500人

109,400人

満年齢

平均
約20,700円

5,000円未満
13.8％

40,000円以上
13.2％

5,000円～
　7,000円未満
          8.8％

15,000円～
20,000円未満
        7.9％

20,000円～
30,000円未満 
        16.0％

30,000円～
40,000円未満 

5.2％

10,000円～　　
　　15,000円未満

23.3％

7,000円～　　
　　10,000円未満

11.5％

改 定

２0,700円！入院1日あたりの平均自己負担額は平均約

白衣を着ながら激務をこなす、 
それが医師。 
自らの健康に対する備えはどうでしょう。 
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